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１ 研究にあたって

（１）はじめに

新学習指導要領の改訂の基本的な考え方の中

で，「基礎的･基本的な知識･技能の習得」が取り

上げられている。社会科においては，基礎的･基

本的な知識が十分習得されていないという結果

が出ている。（総合初等教育研究所）

その中でも，我が国の主な山･川･平野などを日

本地図上のどこかを指摘させる問題や歴史上の

事件や出来事を日本地図上から選択させる問題

において，正解率の低さが問題視されている。

そこで，基礎的･基本的な知識･技能の習得に着

目し，児童が習得した知識･技能を活用できるよ

うにしていきたい。

３年間にわたる重点は，以下の 2 点である。

①地図活用能力

②描図能力

（２）児童生徒の実態

社会科の学習では，ある社会的事象に対して，

予想をもち，資料を活用しながら，自分なりの考

えがもてる課題解決学習を位置づけてきた。

以下のような実態が見られた。

（○できること，●不十分なこと）

○様々な社会事象に関心をもち，社会の仕組みや

その意味を追究していこうという意欲がある。

○提示した社会事象について，その因果関係を知

りたいと願い，学習課題を設定することができ

る。

○前時までの既習内容や生活の経験を生かして，

課題解決の見通しをもつことができる。

○資料をもとに，根拠を明らかにしながら学習課

題に対する考え作りを行うことができる。

●提示された資料や地図帳，副読本を十分に活用

して追究する姿に弱さを感じる。

●根拠を明確にし，納得のできる結論を導くこと

が不十分である。

このような児童の実態から，課題として挙げら

れる点について分析をする。

以下のような資質や能力を育成していくこと

が求められる。

（３）研究内容①と②に関わる具体的な手立て

研究内容①

主体的に地図資料にかかわるための学習活動

の在り方。

研究内容②

地図活用能力・描図能力を伸ばす個に応じた

指導・援助の在り方

社会科学習において，地図を扱う場面は多い。

特に 4 年生においては，県を中心とした地域学

習である。常に地図帳を活用することができる。

追究の場面では，地図を用いて，事実から分か

ることを分析し， 学習課題の解決の一助となる

ように活用をしていきたい。

そこで，学習課題を解決するための追究資料と

して地図資料を用いる。地図上から読み取れる事

実を根拠として考え作りを行う学習活動の工夫

をしていくことで，「地図活用能力」を育成する

ことができると考えた。

また，地図資料によって得られた知識をもとに

地図を描くことに活用することで「描図能力」を

育成することができると考えた。

具体的な手立ては以下の通り。

ア 一単位時間内に地図資料に触れる場を設

定する。（研究内容①）

イ 地図資料を用いて課題追究する時間を位

置づける。（研究内容②）

ウ 地図資料と他の資料に含まれる情報を比

較したり，関連性を考えたりしながら，追

究する学習活動を位置づける。（研究内容

②）

①資料を分析的に読み取る力

②資料から読み取った事実から関連性を考える

力

③資料から読み取った事実をもとに考えたこと

を総合する力
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２ 授業展開

【学年】小学校第４学年

【単元名】「私たちが住んでいる岐阜県（全 30 時間）」

【単元のねらい】

岐阜県内における自分たちの市の地理的位置，県全体の地形や主な産業の概要，交通網の様子，主な

都市の位置などを調べ，白地図にまとめて，その概要をとらえる。

【単元の流れ】

・『導入』（1 時間）

・『47都道府県と岐阜県』(1時間)

・『県の様子』（2 時間）

・『わたしたちの岐阜県(１)「低地のくらし～海津市海津町～」』（8 時間）【実践 1】

・『わたしたちの岐阜県(2)「高地のくらし～高山市宮町～」』（7 時間）【実践 2】

・『わたしたちの岐阜県(3)「伝統ある町のくらし～岐阜市加納～』（6時間）

・『県とわたしたちのまちの発てん』（5時間）【実践 3】

実践１「わたしたちの岐阜県 『低地のくらし～海津市海津町～』」（10 時間）

【小単元の流れ】

・海津市海津町の様子

・○○さんのトマト作り

・これからの海津市

【小単元のねらい】

県内の低地に住む人々の生活の様子を調べ，県の特色を考える。

【本時のねらい】

地形図や気温･降水量のグラフ，副読本などの資料を活用して調べ，低地に住む人たちのくらしの様

子について考える。

【授業の流れ】（6／8）

学 習 活 動 指導上の留意点

1.海津市海津町の土地の様子を確認する。

・土地が海面よりも低い。

・低湿地で大雨になると水につかる所で，なぜ水に弱いトマトをつく

れるの？

2.課題をつくる。

3.予想をする。

・水を追い出す工夫があるんだ。

4.全体で交流する。

・雪の降った日が岐阜市よりも少ない。

・夏は雨が多くて，土が湿ってしまってトマト作りには適さない。

・冬の気温は，比較的温かい。

・畑の下に暗渠排水をしている

5.資料「○○さんの話」を読む。

6.学習のまとめをする。

※高須輪中の土地の高さ

※トマト作りの条件

※岐阜市と海津市の気温の比

較

※暗渠排水の仕組み

※ビニルハウスの様子

※気候図（降水量と積雪量）

○○さんが海津市でトマ

ト作りをしているのは，温

かい気候を生かしている

ことと，排水をして水がつ

からないようにしている

ことについて，資料の関連

性を考えながら自然条件

を生かしていることを理

解する。

（技能･表現）

実践２『わたしたちの岐阜県「高地のくらし～高山市宮町～」』（7 時間）

【小単元の流れ】

・高山市の様子

【課題】どうして○○さんは，水に弱いトマトを作ることができる

のだろうか？
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・○○さんのトマト作り

・これからの高山市

【小単元のねらい】

県内の高地に住む人々の生活の様子を調べ，県の特色を考える。

【本時のねらい】

地形図や気温･降水量のグラフ，副読本などの資料を活用して調べ，高地に住む人たちのくらしの様

子について考える。

【授業の流れ】（5／7）

学 習 活 動 指導上の留意点

1.高山市宮町の土地の様子を確認する。

・岐阜県の中では高い土地にある。

・岐阜市と比べると，気温が低い。

2.課題をつくる。

3.予想をする。

・冬は気温が低く，雪が多い。だから，夏の時期を使って作っている。

4.全体で交流する。

・高山市の夏の気温は，25 度を超えるからトマト作りに適している。

・高山市は山に囲まれた盆地なので，夏は暑い。

・高山市の夏の降水量は，少ないのでトマト作りに適している。

・高山では，気温の差が大きいので甘いトマトを作るのに適している。

5.資料「○○さんの話」を読む。

6.学習のまとめをする。

※高山市と岐阜市の気温の違

い

※高山市の土地の高さ

※気候図（降水量と積雪量）

○○さんが高山市でトマ

ト作りをしているのは，寒

暖の差を生かしているこ

とと，少ない降水量を生か

していることについて，資

料の関連性を考えながら

自然条件を生かしている

ことを理解する。

（技能･表現）

実践３ 『県とわたしたちのまちの発てん』（3 時間）

【小単元の流れ】

・様々な特色をもつ岐阜県

・県の中心地，岐阜市

・これからの岐阜県

【小単元のねらい】

これまでに調べたことを生かして，岐阜県の特色について白地図を用いてまとめることができる。

【本時のねらい】

岐阜県各地域に目を向け，自然条件や環境を生かした特色をとらえることができる。

【授業の流れ】（１／5）

学 習 活 動 指導上の留意点

1.これまでの学習をふりかえる。

・海津市は，低い土地を生かして，米作りや野菜作りが行われていた。

・高山市は，寒暖の差を生かして，野菜作りが行われている。

・岐阜市では，周辺で取れる物を生かしてうちわ作りが行われてきた。

2.課題をつくる。

3.白地図にまとめる

・土地の利用の仕方や気候をもとに行われている産業などを調べて，

白地図にまとめる。

4.学習のまとめをする。

※これまでに学習してきた内

容を掲示する。

自然条件を生かして，取り

組まれている産業や伝統

について調べ，白地図にま

とめることができる。

（技能･表現）

【課題】岐阜県の特色について白地図にまとめよう！

【課題】高山市宮町では，どのようにしてトマトを作っているのだ

ろうか？
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３ 実践のまとめ

（１）地図資料活用場面での児童生徒の反応

◆地図活用能力に関わって

実践1「わたしたちの岐阜県 『低地のくらし～海津市

海津町～』」（10 時間）

導入時に，海津市の土地の高低の様子が表記さ

れている地図を提示した。南北に伸びる海津市の

中でもその高低差があることを読み取ることが

できた。また，航空写真を提示することで、土地

の高さと川の水面の高さがほぼ同じであること

に気付かせることができた。

そこで，海津市の農家で作られているトマトを

提示した。子どもたちは，トマト作りの経験があ

る。その経験と洪水が多いかもしれないという予

想をかかわらせて，水に弱いトマトが海津市で作

られていることに疑問をもち，課題が作られた。

高低差の地図とトマト作りを結び付けて，課題化

をした児童の姿があった。

追究が始まると，子どもたちは，提示資料や地

図帳を活用し，海津市でトマトが作られる条件を

探し出そうとしていた。

トマトの生育条件は，

・温暖であること

・水はけがよいこと

・日照量があること

である。

生育条件をもとに，追究をした。

以上のことについて地図帳を活用して，考える

ことができた。

海津市でトマトが作られているのは，10 月から

翌 3 月にかけてである。冬から春にかけて作られ

ていることも追究をした。海津市で作られている

トマトが自然条件や気候条件に適していること

を地図帳から読み取り，課題について納得するこ

とができていた。

実践２『わたしたちの岐阜県「高地のくらし～高山市

宮町～」』（7 時間）

実践２でも，実践 1 同様にトマト作りに焦点を

あてて，授業を展開した。

はじめに，『岐阜県内におけるトマト作りが行

われている分布図』を提示した。児童の意識の中

に，トマト作りは，低地で行われているという意

識があった。

しかしながら，岐阜県内全体でトマト作りが行

われていることを分布図から読み取ることがで

きた。それをもとに，児童と課題化をした。「高

地の高山市では，どのようにしてトマトを作って

いるのだろうか？」という共通の課題をもって追

究し始めた。

児童の中には，低地の海津市との比較もしなが

ら追究したいと，前時までに習ったことともつな

げて考える児童の姿があった。

高山市のトマト作りは，7 月から 10 月にかけて

行われる。低地の海津市とは，正反対の時期に作

られていることになる。

子どもたちは，前時までに習った「トマトの生

育条件」をもとに，高山市であてはまることはな

いかと，地図帳を用いて調べ始めた。

○『7 月の平均気温図』を見て，高山の収穫時

期に気温が高いことに気づいた。

○『7 月の降水量』を見て，水に弱いことに気

づいたが雨よけビニルをすることで解消で

きると考えた。

○山の多い土地であるが，日照量も満たしてい

ることに気づいた。

さらに，児童が着目したのが，『盆地』という

ことである。地図帳を見ると，高山市は「高山盆

地」と記されている。児童は盆地であることがト

マト作りに関係があるのではないかという見方

をした。この地形を利用しているのではないかと

考えたのである。

盆地については，地図ではとらえにくいことか

ら，立体地図も同時に活用をした。それをもとに，

考えを深めていく姿が見られた。

○『２月の平均気温図』を見て，岐阜県内では，

比較的温かいことに気づいた。

○平らな土地(平野)であり，畑にしやすい土地

であることに気づいた。

○『2 月の降水量』を見て，雨や雪が少ないこ

とに気づいた。
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『盆地』は，その性質上寒暖の差が激しくなる。

この寒暖の差こそが，トマト作りでは重要である。

高山市で作られるトマトをはじめ，農作物がお

いしいと言われているのは，この寒暖の差によっ

て甘みが増すと農家の藤本さんは述べているこ

とを資料化し，児童に読み取らせることができた。

地図を活用し，土地の様子を把握することによ

って，多用な考え方を用いることができた。

◆描図能力に関わって

実践３ 『県とわたしたちのまちの発てん』（3 時間）

これまでに，「海津市のトマト」，「高山市のト

マト」について追究してきた。いずれも地形を利

用したものであることを学んだ。

そこで，授業のまとめとして，地図資料をもと

に，課題追究を行ったことを授業のまとめを行え

ば，描図能力を高めることができるのではないか

と考えた。

児童が取り組んだ作業は，以下の順。

①四つ切画用紙に岐阜県の形を描き，ペンでな

ぞる。

②岐阜県の地図に川や山地，気候など，土地の

様子について情報を入れる。

③各地域で作られている食べ物や建物，伝統産

業などを調べ，どんな土地の様子を利用して

いるかについてまとめる。

④描図作業を終え，仲間に「○○は，～という

もので，△△という土地の様子を生かしてい

るよ」と説明をする。

児童は，自ら作った資料をもとに，地形など地

図上の情報を仲間に説明をすることで活用能力

を高めることができた。

（２）児童生徒の変容

A 子は，社会科に対して苦手意識のある児童で

ある。地図活用も描図も苦手であるということか

ら，抽出した。

毎時間の授業の際，地図帳を用いて地図に親し

むようにした。都道府県名，県庁所在地，山や川

などの名前への関心を高めていった。

ゲーム感覚で始めたことが地図帳への抵抗感

を無くすことにつながったと考える。

A 子は，課題に対する考えのもとになるものに，

地図帳を意識するようになった。

「海津市のトマト作り」の単元では，トマト作

りが行われている理由として，「高速道路が近い

から」と，地図帳を見せて語った。

また，「トマトを作るだけじゃなくて，作った

ら運べないといけないでしょ。」と発言した。

社会科が苦手だった A 子が地図帳を用いて，全

く別の視点で追究したのは，資料を活用する能力

が伸びたからではないだろうか。

（３）成果と課題（○は成果 ●は課題）

○地図帳を課題追究の資料として児童に活用さ

せることにより，地図活用の能力が高まった児

童の姿が見られた。

○地図帳を身近に感じさせる手立てを打つこと

で，児童にとって地図帳が追究資料として十分

に役立った。

○描図は，情報を盛り込み，説明する資料として

活用できるようにすることで児童が目的をも

って描くことができるようになり，描図能力の

向上につながる。

○地形などの情報を児童が白地図上に盛り込み，

授業のまとめを行わせたことが描図能力の向

上につながった。

●地図活用能力の向上には，教師が地図資料を意

図的に用いることが不可欠である。
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４ 参考資料

実践１「わたしたちの岐阜県 『低地のくらし～海津市海津町～』」

【授業の様子】

←第 1 時で海津市海津町の全景をとらえるのに用

いた資料

←第 2 時で海津市の土地の高低差をとらえるため

に用いた資料

↑

第 6 時で追究する際に用いた資料
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実践２『わたしたちの岐阜県「高地のくらし～高山市宮町～」』

実践３ 『県とわたしたちのまちの発てん』

↑

第 1 時で用いた岐阜県内のトマト栽培を把握す

るための資料

↑

第 5 時で用いたトマト農家の方のお話（追究資料）

↑

白地図にまとめる児童の様子
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１ 研究にあたって

（１）はじめに

５年生の社会科では、地図や地球儀などの資料

を効果的に活用し、社会的事象の意味について考

える力や、調べたことや考えたことを表現する力

を育てることが能力面の目標となっている。そし

て、資料から必要な情報を読み取ることや、全体

的な傾向を捉えること、複数の資料を関連づけて

読み取ること、資料を整理したり再構成したりす

ることなどを学習の中に位置づけることが必要

となっている。

以上をふまえると、地図資料についても、児童

が地図に接する機会を積極的に設け、読図や描図

の力を育てることが大切であると考えられる。

担任する学級では、授業の始まりに地図帳を使

って県名や県庁所在地を確認したり、索引を使っ

て地名を探したりして、地図に親しむ時間を設け

てきた。地図を課題追究の資料として取り上げる

際は、題名や凡例を全体で確認する時間を設け、

足並みを揃えて追究に臨めるようにしている。必

要に応じて８方位や、縮尺など基本的な読図の方

法を確認し、正しく読み取りができるよう指導し

ている。

５年生は、食料生産・工業生産の様子や、国土

と環境について日本全体を対象にして学習する。

そのため、地図活用の場面が非常に多く、主体的

に地図を活用できるかどうかが児童のよりよい

学びにつながっていくと考えられる。

そこで、本実践では、２年間の研究成果を生か

し、５年生を対象に、研究内容①「主体的に地図

資料にかかわるための学習活動の在り方の工夫」

及び②「描図能力・地図活用能力の評価の在り方

の工夫」についての実践・考察をする。

（２）児童生徒の実態

担任する学級では、授業で提示される写真や統

計などの資料に興味をもち、意欲的に学習に取り

組む児童が多く見られる。昨年度から継続的に地

図帳に向き合う場面を設けたり、課題追究の手段

として地図を活用したりしてきた結果、地図その

ものに対する抵抗感が少なくなったり、進んで地

図帳を開いて学習に生かそうとしたりする児童

の姿が見られるようになった。

その一方で、方位や縮尺、地名、地図記号など

についての読図の力が十分ではなく、情報を正確

に読み取ることを苦手とする児童も見られる。５

年生となり、学習の対象が日本全体になったこと

や、より高度な地図資料に触れる機会が増えたこ

とも、苦手意識を高めていると考えられる。その

ような児童には、題名や凡例を確認したり、読み

取り方の例を示したりして、個別指導を行うよう

にしている。

（３）研究内容①②に関わる具体的な手立て

本実践では、研究内容①②をふまえ、５年生の

「工業生産と工業地域」の単元で考察をする。

研究内容①について

主体的に学習を進めるうえで、児童の興味・関

心を高められるような活動を設定することが大

切であると考えた。そこで、単元の導入で、都道

府県の工業生産額を調べ、工業生産の盛んな地域

を白地図で整理する学習活動を位置づけた。その

活動を通し、工業が盛んな地域の分布に偏りがあ

ることに気づき、その理由について追究ができる

ように単元を構成した。また、児童が単元導入で

作成した地図は、課題追究に生かせるように単元

を通して使用するようにした。

研究内容②について

児童の地図活用力を育てるために、毎時間行う

継続的な活動に加えて、追究の資料として地図を

利用する。そして、地図を他の資料と比較・関連

づけることで読み取りが深まるように、地図に関

わる複数の資料を提示するようにした。

実際の読み取りの場面では、作成した白地図か

ら工業が盛んな地域の分布を調べるとともに、工

業地域・工業地帯を示した地図や主な鉄道、高速

道路を示した地図などとつなげて考えることで、

工業地域の立地条件を明らかにしていく。



18

２ 授業展開

【学年】小学校第５学年

【単元名】わたしたちの生活と工業生産「工業生産と工業地域」（全５時間）

【単元のねらい】

・わが国の工業の現状や特色について、各種の写真・地図・分布図や統計資料を活用して捉え、新聞な

どに分かりやすく表現し、発表することができる。

【単元の流れ】

・大田区の工業生産 （1 時間）

・海ぞいに広がる工業地域 （2 時間 本時）

・全国へ、海外へ （1 時間）

・まとめと振り返り （1 時間）

【本時のねらい】

・工業生産額が多い都道府県を調べ、白地図に着色をする活動を通して、工業が盛んな地域は、海沿い

に連なるように分布しているという特徴に気づくことができる。

【授業の流れ】（２／５）

学 習 活 動 指導上の留意点 ◎評価規準

1．前時を振り返り、工場が集まり、工業が盛んな地域があることを確

認する。

・東京の大田区は中小の工場が集まっている。

・東京湾を囲むように工業が盛んな地域が広がっている。

・海岸が直線になっているのは埋め立て地だから。

2．本時の課題をつかむ。

3．地図帳を使い、工業生産額が多い都道府県を調べる。

4．白地図を使って、工業生産額が多い都道府県を着色する。

5．着色した白地図を調べ、気づいたことを発表する。

・工業生産が盛んな地域は、東京都から愛知県まで隣り合わせになっ

ている。

・関東地方に工業が盛んな地域が集まっている。

・海沿いに工業の盛んな地域が多い。

・日本海側よりも太平洋側に工業が盛んな地域が多い。

・東北、北海道、四国には少ない。

6．工業生産が盛んな地域の広がりについて特徴をまとめる。

・太平洋側や瀬戸内海に工業生産が盛んな地域が連なっている。

・日本海側にも盛んな地域がある。

7、本時のまとめをする。

・京浜工業地帯の空中写真を提

示する。

・地図帳を使って東京や横浜、

千葉など、京浜工業地帯にあ

る地名を確認する。

・「工業地域」「工業地帯」の用

語を確認する。

・都道府県の工業生産額を調べ

る際に、県別の統計資料の見

方を全体で確認する。

・工業生産の盛んな地域の広が

りを確認するために、白地図

【資料 1】を利用して工業生

産額上位の都道府県を着色

する。

・白地図から分布が読み取れな

い児童に対しては、方位や地

形などに着目して偏りがな

いか考えさせる。

・白地図で分かったことを確認

するために、日本の主な工業

地域と工業地帯【資料 2】を

提示し、工業地域や工業地帯

の分布や特色を理解する。

・太平洋ベルトなど用語の確認

をする。

。

【課題】

工業生産が盛んな地域がどのように広がっているか調べよう。

◎本時の評価規準

白地図や地図資料から

工業が盛んな地域は、海沿

いに分布しているという

特色を読み取ることがで

きる。（技能・表現）。
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２ 授業展開

【学年】小学校第５学年

【単元名】わたしたちの生活と工業生産「工業生産と工業地域」（全５時間）

【単元のねらい】

・わが国の工業の現状や特色について、各種の写真・地図・分布図や統計資料を活用して捉え、新聞な

どに分かりやすく表現し、発表することができる。

【単元の流れ】

・大田区の工業生産 （1 時間）

・海沿いに広がる工業地域 （2 時間 本時）

・全国へ、海外へ （1 時間）

・まとめと振り返り （1 時間）

【本時のねらい】

・工業が盛んな地域について、製品の輸送の手段について資料や地図帳などで調べる活動を通して、工

業地帯や工業地域が海沿いに立地することをつかむとともに、輸送の手段があれば内陸にも立地する

ことが理解できる。

【授業の流れ】（３／５）

学 習 活 動 指導上の留意点 ◎評価規準

１．前時の学習を振り返り、工業が盛んな地域の分布について想起す

る。

２．本時の課題を確認する。

３．個人で調べ学習をする。

４．自分の考えを発表する。

・材料や製品を運ぶときに船が使える。

・自動車と同じように、製品を輸出するときに便利だ。

・鉄や石油など輸入するときにも便利だ。

・高速道路や鉄道が近くにある。

・トヨタ自動車と同じように、工場の近くに関連工場が集中すると便

利だ。

・海沿いだと埋立地を利用して工場を建てることができる。

５．内陸部にも工業が盛んな地域があることについて理由を考える。

・長野県の諏訪は海から遠いけれど高速道路や鉄道がある。

・高速道路沿いや空港の近くに工場がある地域もある。

・精密機器を作っている地域は、運ぶのに大きな船はいらない。自動

車や飛行機でもたくさん運べる。

６．本時のまとめをする。

工業地域が海沿いに集まる理由は、港が近いと船を使って製品を運

べ輸入・輸出がしやすい。また、高速道路や鉄道を使って速く運べ

る。トヨタ自動車と同じように関連工場が集まるよさもある。作っ

ている物によっては自動車や飛行機で運べるから、高速道路や鉄道

がちかくにあれば、海沿いではなくても工業が盛んな地域がある。

・京浜工業地帯の空中写真を提

示する。

・工業が盛んな地域の分布を確

認するために前時で作成し

た白地図【資料 1】や、日本

の主な工業地域と工業地帯

【資料 2】を提示する。

・【資料 1】【資料 2】と日本の

主な道路と鉄道【資料 3】、

輸送機関別の輸送量【資料

4】や既習の資料とつなげて

課題追究を行うように助言

する。

・自動車を作る工業で学んだこ

とも振り返り生かすように

する。

・長野県の諏訪市の位置を地図

帳で確認し、内陸部でも工業

が盛んな条件を見つけるよ

うにする。

【課題】

どうして工業の盛んな地域は、海沿いに集まっているのだろうか。

◎本時の評価規準

工業の盛んな地域につ

いての資料を調べ日本の

工業地帯や工業地域の立

地の特徴を理解すること

ができる。（知識・理解）
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３ 実践のまとめ

（１）個に応じた指導・評価（U児・Y児）

①実践１

「工業生産と工業地域」の学習では、工業が盛

んな地域の分布と、その立地の条件について学習

する。単元の導入で、中小工場が集中している東

京都の大田区の様子について扱い、町中の小さな

工場がロケット等に利用される高度な技術を持

っていることを知った。

それを受けて、実践１では範囲を日本全体に広

げ、工業生産の盛んな地域がどのように分布して

いるか、都道府県の工業生産額を地図帳の統計資

料を利用して調べた。そして、上位の都道府県を

白地図に着色し、分布の特徴について考察した。

作業的な活動であることから、多くの児童が、

意欲的に白地図に着色する姿が見られた。しかし、

分布について考える際に、その様子をどのように

表現すればよいか戸惑う児童も見られた。

そこで、関東、中部といった地域区分で集中し

ている地域を捉えたり、８方位で言い表したりす

るように助言をした。

U 児は、工業生産上位の県を調べ、白地図を着

色するまでは、進んで取り組めていた。しかし、

他の児童同様、分布の様子についてどのように表

現すればよいか戸惑っていた。全体指導を受けて、

地方区分を使い以下のように表すことができた。

・関東地方や、中部地方に工業が盛んな地域が

多いことが分かる。特にその中でも、南の方

に多い。

・海の近い県に多いことが分かる。

Ｙ児は、着色した白地図から、海沿いの都道府

県に集中している様子を捉えることができてい

た。そこで、より詳しく表現できるように、「太

平洋」「日本海」など海の名前を使って表現する

ように促した。全体への指導と合わせて、次のよ

うにまとめることができた。

②実践２

実践②では、工業の盛んな地域が海沿いに集中

している理由について考える学習を行った。その

際に、前時に作成した白地図を生かして課題化し

たり、白地図とつなげて考えられるように、追究

の資料を複数用意したりした。

授業の導入では、作成した白地図をもとに前時

の学習を振り返った。どの児童も、工業の盛んな

都道府県が海沿いに集中していることを理解し

ており、「どうして工業の盛んな地域は海沿いに

集まっているのだろうか」という学習課題を抵抗

なく設定することができた。

全体指導では、各自で作成した白地図が、考え

をつくるための拠り所となり、他の資料とつなげ

て考えることができると指導した。【資料 3】「日

本の主な道路と鉄道」については、地図の見方を

全体で確認した後、白地図上に示される工業の盛

んな都道府県と重ねて考えるように指導した。加

えて前単元の「自動車を作る工業」で学んだ製品

の輸出入の輸送手段についても、掲示物やノート

を振り返り、追究に生かすように助言をした。

U 児は資料【資料 4】「輸送機関別の輸送量」

と既習の自動車の輸出入とつなげて考えをまと

め、海沿いに立地すると製品の輸出入の際に有利

であることに気づくことができた。また、【資料

３】や【資料 4】の自動車を使った輸送量にも着

目し、高速道路があることの便利さについても考

えることができた。

・これまでの学習で、外国へ輸出される自動車

は船を使っていました。だから、海沿いの地

域は船を使うことができる。それに外国から

いろいろなものを輸入することもできるので

船が使えることはとても大切だと思う。

・海沿いには、高速道路や鉄道が通っている。

自動車は目的地まで届けることができるから

自動車を利用することが多いと思う。

Ｙ児は、教科書にある京浜工業地帯の航空写真

と合わせて考え、海沿いは工業用地の確保が容易

であると考えることができた。また、【資料 4】か

ら、貨物の輸送に船が果たす役割が大きいことに

・太平洋側に工業の盛んな地域が多い。

・東北や北陸は工業生産額の多い県が少ない。

・中部や関東に工業の盛んな地域が集まっている。
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気付き、船が利用しやすい海沿いに立地すること

を理解することができた。

加えて、「自動車をつくる工業」で、自動車メ

ーカーの工場周辺に、関連工場が立地しているこ

とを想起させた。その結果、工場が集中して立地

することで、製品の輸送で便利になるのではない

かと考えることができた。

・京浜工業地域の写真を見て、海沿いの都道府

県では、海を埋め立てて工場をつくることが

できる。工場をつくるために住民に迷惑をか

けないから工業が盛んになると分かりまし

た。

・貨物輸送機関別の輸送量のグラフから、工場

で作られた物を運ぶ方法は、自動車が一番多

く、船が次に多いことが分かった。輸出した

り、輸入したりするときには、自動車では運

ぶことができない。だから、船で運ぶことが

できる海沿いに広がることがわかりました。

・トヨタ自動車を勉強したときも、関連工場が

近くにあると速く部品を届けられた。それと

同じように、海沿いに工場が集まると、いろ

んな工場と行き来して協力できるので、集ま

ると思います。

（２）児童生徒の変容

U 児、Y 児ともに、単元の始めに、「自動車を作

る工業」の学習をもとにして、中部地方では自動

車工業が盛んだろうと予想していた。しかし、工

業が盛んな地域の全国的な広がりについては考

えが及ばないようであった。２時間の授業を通し

て、工業生産額が上位の都道府県を白地図を使っ

て整理したり、それをもとに、他の資料とつなげ

て考えたりする中で、工業が盛んな地域の分布や

立地の条件について、二人とも明らかにすること

ができた。

U 児のノートの記述より

今日の勉強で分かったことは、工業が盛んな地

域が海沿いに集まっていることです。その理由

は、海沿いだと船が使える。船を使うと、外国

との間で輸出や輸入をすることができます。だ

から海沿いがいい。それから高速道路や鉄道が

海沿いに集まっているから、工場と工場をつな

ぐことができる。それに海を埋め立てれば工場

用の土地がたくさんできる。だから海沿いに工

場がたくさん集まっていると思う。

Y 児のノートの記述より

今日の勉強で分かったことは、海沿いに工業が

盛んな地域が集まっているということです。ど

うしてかというと、海沿いは海を埋め立てるこ

とで工場を広げられます。また、海沿いに鉄道

や高速道路があって、車や船を簡単につかうこ

とができるからです。

（３）成果と課題、課題解決の方途

成果 研究内容①に関わって

・地図帳の統計資料を調べ、白地図に着色をする

作業的な活動を位置づけたことで、どの児童も

意欲的に学習に取り組むことができた。調べた

ことをもとに着色したことで、「自分だけの地

図を作る」楽しさを感じる児童も見られた。

・１時間目に自分で作製した地図を継続して使用

したことから、２時間目の学習課題を容易につ

かむことができ、主体的に追究活動に取り組も

うとする姿勢をつくることができた。

成果 研究内容②に関わって

・白地図に着色をする活動を位置づけたことで、

統計資料をもとに、目的に合わせた地図を作る

活動ができた。

・工業が盛んな地域の分布を、交通網や、輸送手

段の資料とつなげて考えるようにすることで、

その立地条件について考えることができた。

課題

授業時数、授業内容との兼ね合いもあり、地図

に触れる時間を十分に確保することは難しいと

感じた。今回の実践では、統計資料に基づき白地

図に着色する活動に、多くの児童が進んで取り組

めた。また、短い時間の中で、地図を作る楽しさ

を味わえた児童も見られた。読図・描図の力を育

てるためには、地図を通して児童が身に付ける内

容を明確にして、地図に向き合う活動を、継続的、

計画的に位置づけていく必要があると強く感じ

た。
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４ 参考資料

【資料１】工業生産額上位の都道府県を整理する白地図 【資料 2】日本の主な工業地域と工業地帯

【資料３】日本の主な道路と鉄道 【資料 4】輸送機関別の輸送量

【授業の様子】

＊東京書籍

新編 新しい社会 5年上 p80 参照

＊東京書籍

新編 新しい社会 5年上 p82 参照
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１ 研究にあたって

（１）はじめに

４月，6 年生に進級した子どもたちと社会科の

歴史学習をスタートした。当初より，進んで地図

帳を使って地名探しをする姿が見られ，５年生ま

でに，地図帳に親しむ機会があったことがうかが

えた。こうした素地を生かして，一層，主体的に

地図と関わる機会を設けること，地図活用能力や

描図能力を伸ばせるようにすることを念頭にお

いて実践を進めることとした。

（２）児童生徒の実態

児童の実態は，年度当初より，授業最初の地名

探しや地図旅行など，地図帳に触れる機会を継続

的に位置づけたことで，積極的に地図帳を活用し

ようとする姿がさらに増えた。

歴史学習の中でも，「源頼朝と鎌倉幕府」にお

いて，鎌倉の復元模型の資料を用いて，鎌倉に幕

府を開いた理由を考える授業，「徳川家光と江戸

幕府」において，大名配置図の資料を用いて，家

光の大名統制策を考える授業などで，地図資料を

扱った。その際，何をどのように読み取ればよい

のか分からず，立ち止まってしまう児童の姿が多

く見られた。明らかに，絵や写真資料から課題解

決に向かう場面と比べると，抵抗を感じるという

ことが分かった。

こうしたことを踏まえて，２学期以降，地図資

料を扱った授業をさらに充実させ，自信をもって

地図資料に向かえるようにすること，それらを扱

うことのよさや，楽しさを味わえるようにするこ

とをめざして，以下のように研究を進めること

とした。

（３）研究内容①②に関わる具体的な手立て

【研究内容①】

主体的に地図資料に関わるための学習活動の

在り方

ア 地図資料を比較して，共通点や相違点を見つ

ける学習活動の工夫

複数の地図資料を提示して，比較する学習活動

を仕組むことで，主体的に地図資料に関わろうと

する姿が見られるのではないかと考えた。

実践１では，地図の内容を見て比較することに

加えて，「伊能図」を白地図にしたものと，現在

の日本白地図を用意し，片方をトレーシングペー

パーで写し取ることで，重ねて比較できるように

した。そして，それらを黒板提示用にも用意し，

全体でも確認できるようにした。

ア 読み取る視点を明確にした指導の工夫

地図資料を前にすると，立ち止まってしまう児

童が多いという実態を踏まえて，地図資料を読み

取るための視点を明確にすることで，個に応じた

指導に生かすことができるのではないかと考え

た。

実践１では，「伊能図」と「道中図」を比較す

る際，「島や海岸線の形」，「地図にかかれている

こと」という視点を与えて，自分の考えをもてる

ようにした。実践２では，自分で作成した分布図

から分かることを読み取る際に，「州別で見る」，

「年表とつなげて見る」という視点を与えた。そ

して，机間指導のときにつまずいている児童に対

しては，これらの視点に基づいて考えることがで

きるように，声かけを行った。

イ 自分で地図や分布図を描いて調べることが

できるようにするための学習活動の工夫

日頃は，与えられた地図資料をもとに，それを

読み取る活動が中心となっているが，自分で地図

を描いてみたり，調べたことを白地図にまとめた

りする学習活動を取り入れることで，描図能力の

育成を図りたいと考えた。

そこで実践２では，歴史学習で登場した国々を

簡単な分布図にまとめ，そこから，歴史上，日本

とのつながりが深かった国々について考える学

習活動を仕組んだ。

【研究内容②】

地図活用能力・描図能力を伸ばす個に応じた指

導・評価の在り方
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２ 授業展開 《実践事例１》

【学年】 小学校第６学年

【単元名】「江戸の文化をつくりあげた人々」（全６時間）

【単元のねらい】

伊能忠敬の業績を中心に，歌舞伎や浮世絵，国学や蘭学といった江戸の文化に関心をもつようにし，

社会が安定するにつれて町人の文化が栄えたことや，新しい学問がおこったことを，人物の働きと関

連させながら理解できるようにするとともに，江戸時代に生まれた町人の文化や新しい学問が，その

後の新しい時代に向けて果たした役割を考える。

【単元の流れ】

・地図を比べてみよう （１時間）本時

・全国を測量する（１時間）

・浮世絵が広がる（１時間）

・人々が歌舞伎を楽しむ（１時間）

・新しい学問が広がる（１時間）

・新しい時代への動き（１時間）

【本時のねらい】

伊能図とその他の地図を見たり重ね合わせたりして比べる活動を通して，伊能図の正確さに気づき，

江戸時代の文化や学問の発展や，このころの社会の様子についての学習課題をつくることができる。

【授業の流れ】（１／６）

学 習 活 動
指導上の留意点

◎評価規準 ◇資料

１．自分で日本地図をかいてみる。

２．伊能図を見て，それがいつ誰によってつくられたものかを知

る。

伊能図とその他の地図を比べよう

３．伊能図と大日本国大絵図を比べて気づいたことを発表する。

【視点① 島や海岸線の形】

・伊能図は今の日本地図とほとんど変わらない。

【視点② 地図にかかれていること】

・伊能図は北海道や小さな島までかかれている。

・伊能図は山の絵がかいてある。道中図は多くの地名がかかれてい

る。

４．伊能図と現在の地図を比べて気づいたことを発表する。

・現在の地図とほとんど同じ形。

・北海道と東北地方が少しずれているだけ。

５．伊能忠敬について，疑問に思ったことや調べたいことをノート

に書く。

６．伊能忠敬のほかにも，同じ時代に文化や学問の発展のために活

躍した人々がいたことを知り，単元を貫く課題をつくる。

江戸時代の文化や学問の発展のために活躍した人々や，

このころの社会の様子を調べよう。

・自分で描いた後，地図帳で確

かめさせ，地図を描くことの

難しさを実感させる。

◇伊能図【資料１】

◇大日本国大絵図

（道中図）【資料２】

研究内容②に関わる手立て（ア）

※２つの地図を比べるための

視点を与える。

研究内容①に関わる手立て（ア）

※トレーシングペーパーで写

し取り，重ねて比べてみる。

◇伊能図を白地図にしたもの

と現在の日本白地図（後に重

ね合わせるため）

〔黒板提示用〕【資料３】

◇伊能図と現在の地図を印刷

したプリント【資料４】

伊能図とその他の地図

を見たり重ねたりして比

べ，相違点を見つけること

ができる。【技能・表現】
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《実践事例２》

【学年】 小学校第６学年

【単元名】「日本と関係の深い国々」（全１０時間）

【単元のねらい】

我が国と経済や文化などの面でつながりが深い国の人々の生活の様子に関心をもち，外国の人々と

共に生きていくためには，異なる文化や習慣を理解し合うことが大切であることを理解できるように

する。

【単元の流れ】

・歴史や生活の中の世界を探そう （３時間） 本時…第１・２時／３時

・日本と結びつきの強い国を調べよう（４時間）

・調べたことをまとめよう（２時間）

・調べたことを発表しよう（１時間）

【本時のねらい】

歴史学習の中で登場した世界の国々について分布図にまとめる活動を通して，日本と関係の深かった

国を読み取ることができる。

【授業の流れ】（１・２／１０）

学 習 活 動
指導上の留意点

◎評価規準 ◇資料

１．歴史の学習で出てきた世界の国を思い出す。

２．課題をつかむ。

歴史学習で出てきた国を分布図にまとめ，日本とのつながりが深か

った国を調べよう。

３．６年社会上の教科書に登場する国を調べて集計する。

４．集計したことをもとに白地図にまとめる。

（ここまで第１時）

（ここから第２時）

５．分布図を見て分かったことや考えたことを書き，全体で交流する。

・中国，朝鮮とのつながりが多かった。

【視点① 州別に見てみる】

・アジア州，ヨーロッパ州，北アメリカ州ばかりである。

・ヨーロッパ州のいろいろな国とつながりがあった。

【視点② 年表とつなげて見てみる】

・ 中国，朝鮮は古い時代も新しい時代にも登場している。

・ 古い時代には中国，朝鮮とのつながりが多かったが，時代が進むにつ

れて，ヨーロッパの国々や，アメリカとの関わりが増えてくる。

６．学習を振り返り，感想を書いてまとめる。

・ 日本は，昔から世界のいろいろな国と関わりをもってきた。

・ 世界の国との関わりは，日本から近い国だけでなく，遠い国ともあった。

・ 交通が発達するにつれて，日本から遠い国とも関わりをもつようになっ

た。

・ 現在は，どんな国とどのようなつながりがあるのか調べてみたい。

・自由に話をさせ，学習への興

味を喚起する。

◇ワークシート１【資料５】

・国名が登場するページ数を入

れたり，グループで活動でき

るようにしたりして，どの児

童も無理なく調べることが

できるようにする。

研究内容②に関わる手立て（イ）

※調べたことを簡単な分布図

にまとめる。

ワークシート２【資料６】

◇白地図

◇世界地図【黒板提示用】

研究内容②に関わる手立て（ア）

※分布図を読み取るための視

点を与える。

・１回も登場しなかった国と

は，決して全く関係がなかっ

たわけではないことをおさ

える。

分布図や年表から日本

と関係の深かった国を読

み取ることができる。

【技能・表現】
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３ 実践のまとめ

（１）個に応じた指導・評価（A 子）

Ａ子は，課題に向かって真剣に取り組み，授業

中の挙手も多い児童である。また，授業の最初に

行う地名探しも意欲的に参加し，誰よりも早く見

つけることもある。

しかし社会科において，資料から必要なことを

読み取る力がやや弱く，地図資料ともなると，一

層それが顕著である。そこで本実践では，Ａ子に

対する指導援助とその変容について述べる。

《実践事例１より》

伊能図と道中図を見比べた後，伊能図の正確さ

を実感させるために，以下の手順で作業を行った。

① 現在の日本地図の形をトレーシングペー

パーで写し取る。

② 写し取った形を伊能図と重ね合わせる。

③ 重ね合わせた２つの地図を見比べる。

２つの地図を重ね合わせて見比べてみると，北

海道と東北地方などが，若干東にずれているもの

の，形はほとんど現在のものと変わらないことが

分かる。

Ａ子は，細かい作業は得意であるため，地図を

写し取る作業を正確に行うことができた。

それを重ねて比較する際，２つの地図の琵琶湖と

四国を重ねて比べてみるとよいことを伝える。す

ると，学習の最後には，伊能図と現在の地図を写

し取った日本地図をずれの部分がわかるように，

丁寧に重ね合わせて貼って，ノートに学習の足跡

を残すことができた。

A 子は伊能図と道中図を見比べて，「道中図は

文字がいっぱいかいてある。」とノートに書いた。

視点に沿ってさらに追究をさせたいと考え，「伊

能図にあって，道中図にないものは何。」と問い

返したところ，次のような読み取りをすることが

できた。

・伊能図は北海道がある。

・伊能図は，小さい島まで細かくかいてある。

・伊能図は，形が今と同じ。

《実践事例２より》

A 子をはじめ多くの児童が，歴史学習で登場し

た国々を調べる段階で時間を要した。班で教え合

いながら調べさせたり，時間を区切って答えを提

示したりして，白地図にまとめる作業までスムー

ズに進めるように援助を行った。

登場した国々を表に書き出し，白地図にまとめ

る作業になると，やはりこうした作業には意欲的

に取り組める A 子は，丁寧に色塗りをして分布図

を作成することができた。その後，自ら作った資

料をもとに，自分なりに分かったことや考えたこ

とを次のようにまとめた。

日本は，遠い国も近い国も，いろいろな国と

関係があったことが分かりました。中でも中国，

ロシア，アメリカといった大きな国と関係して

いることが分かりました。

（２）児童生徒の変容（A子）

実践１では，「島や海岸線の形」，「地図にかか

れていること」と読み取る視点を明確にしたこと

で，それを拠り所にした教師の声かけができ，既

述のように読み取りをさらに進めることができ

た。

また，実践１で行った重ね合わせて見比べる活

動，実践２で行った白地図にまとめて簡単な分布

図をつくる活動を取り入れたことで，それまで，

抵抗を見せていた地図資料に主体的に関わろう

とする姿を見ることができた。

（３）成果と課題、課題解決の方途

○ 地図資料を読み取る視点を明確にしたり，比

較する活動を工夫したりすることで，地図資料

に主体的に関わろうとする姿が見られるよう

になった。

○地図に描く，簡単な分布図をつくるということ

が，課題を解決するための一つの方法となると

いうことを確認することができた。

●トレーシングペーパーで写し取る作業，分布図

にまとめる作業は，予想以上に時間がかかった。

→作業的な活動を意図的，継続的に位置づけるこ

とで，地図活用能力や描図能力を伸ばせるよう

にする。

研究内容①－ア

地図資料を比較して，共通点や相違点を見つ

ける学習活動の工夫

研究内容②－ア

読み取る視点を明確にした指導の工夫

研究内容②－イ

自分で地図や分布図を描いてまとめること

ができるようにするための学習活動の工夫
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４ 参考資料

【資料１】伊能図を授業用に加工したもの 【資料２】大日本国大絵図を授業提示用に加工したもの

【資料３】伊能図を白地図にしたものに現在の日本地図を透明フィルムに写し取って重ねたもの
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【資料４】トレーシングペーパーで写し取った現在の日本地図を伊能図を白地図にしたものに重ね合わ

せたもの・作業をする児童の様子

【資料５】ワークシート１（一部） 【資料６】ワークシート２
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